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す
こ
と
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
登
米
市
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し

た
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、

南
三
陸
町
は
一
歩
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
着
実
に
復
興
に
向
け
て

歩
き
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
本
町
で
は
、
本
年
９
月

を
目
途
と
し
て
、「
南
三
陸
町
震

災
復
興
計
画
」
の
策
定
に
着
手
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
町
を
震
災
前
の

状
態
に
戻
す
た
め
の
単
な
る
「
復

旧
」
計
画
で
は
な
く
、
将
来
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
、
町
を
再
構

築
す
る
た
め
の
「
復
興
」
実
現
計

画
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
の
復
興
は
、
登
米
市
の
皆

様
を
は
じ
め
と
し
た
近
隣
自
治
体

の
皆
様
と
の
一
層
の
連
携
な
く
し

て
、
そ
の
実
現
、
達
成
は
な
い
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、

登
米
市
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
今
後
の
本

町
の
取
組
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
８
月
１
日

２３

　
　

れ
る
未
曾
有
の
大
震
災
に
よ
る
巨

大
津
波
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
町

が
、
私
た
ち
の
日
常
が
、
一
瞬
に

し
て
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
震
災
に
よ
り
、
５
０
０

人
を
超
え
る
町
民
の
方
々
が
犠
牲

に
な
り
、
未
だ
安
否
が
不
明
な
方

も
６
０
０
人
以
上
に
上
っ
て
お
り

ま
す
。

　
発
災
以
来
こ
れ
ま
で
、
登
米
市

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
住

む
家
を
失
っ
た
本
町
の
町
民
の
集

団
避
難
先
の
提
供
や
給
水
車
に
よ

る
給
水
支
援
、
さ
ら
に
は
、
応
急

仮
設
住
宅
用
地
の
提
供
に
い
た
る

ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
面
で
最

大
限
の
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
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今
回
の
震
災
復
興
に
対
し
、

南
三
陸
町
佐
藤
 仁
 町
長
か

じ
ん

ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
大
震
災
か
ら
　
　
　

　
四
カ
月
が
経
過
し
て

菅原  正  彦 さん 
まさ ひこ

（南三陸町 十日町）

３
月
　
日
午
後
２
時
　
分
、

１１

４６

後
に
千
年
に
一
度
と
言
わ
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被
災
後
、
妻
の
実
家
に

避
難
し
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
　
日
に
、
家
族
と
共

２２

に
迫
ふ
る
さ
と
交
流
館
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
避
難

し
て
き
て
か
ら
は
、
市
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
入
所
者
皆
で
協
力
し
、
生
活
し

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
先
の
こ
と
に
関
し
て

は
見
通
し
が
立
た
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
不
安
が
尽
き
ま
せ
ん
が
、
幸
い

仕
事
と
南
方
地
区
の
仮
設
住
宅
へ

の
入
居
が
決
ま
っ
た
の
で
、
今
後

も
家
族
で
協
力
し
、
一
歩
一
歩
復

興
に
向
け
て
、
前
進
し
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
震
災
で
自
宅
を
失
っ
た
人
た
ち

の
た
め
、
市
で
は
仮
設
住
宅
の
建

設
用
地
が
不
足
し
て
い
る
南
三
陸

町
の
被
災
者
向
け
に
土
地
を
提
供

し
、
現
在
、
津
山
町
横
山
住
宅
団

地
に
　
戸
、
イ
オ
ン
南
方
跡
地
に

８１

２
０
０
戸
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
現
在
、

横
山
幼
稚
園
跡
地
　
戸
、
津
山
若

２４

者
体
育
館
敷
地
　
戸
、
イ
オ
ン
南

３０

方
跡
地
１
５
０
戸
が
建
設
中
と

な
っ
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
へ
教
育
施
設
と
し
て

旧
善
王
寺
小
学
校
を
提
供
し
て
い

る
ほ
か
、
学
校
給
食
の
提
供
な
ど

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
沿
岸
被
災
地
か
ら
２
０

０
人
を
越
え
る
児
童
生
徒
が
、
市

内
の
各
学
校
な
ど
に
転
校
・
編
入

し
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に

学
ん
で
い
ま
す
。

生
活
再
建
に
向
け

仮
設
住
宅
用
地
を
提
供

子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
を
整
備

行
政
機
能
の
復
旧
の

た
め
市
職
員
を
派
遣

　
市
で
は
、
震
災
に
よ
る
被
害
か

ら
南
三
陸
町
の
行
政
機
能
の
復
旧
、

復
興
を
図
る
た
め
、
６
月
１
日
か

ら
市
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
職
員
派
遣
は
、
今
回
の
震

災
で
職
員
約
　
人
が
死
亡
ま
た
は

４０

行
方
不
明
と
な
っ
て
お
り
、
町
役

場
機
能
の
回
復
が
急
が
れ
る
南
三

陸
町
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
主

幹
級
２
人
を
派
遣
し
た
も
の
で
す
。

　
派
遣
さ
れ
た
職
員
が
担
当
す
る

の
は
、
町
民
へ
の
弔
慰
金
や
義
援

金
の
支
給
事
務
、
災
害
救
助
法
に

基
づ
く
各
種
事
務
作
業
な
ど
、
南

三
陸
町
が
必
要
と
し
て
い
る
分
野

を
担
当
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
５
月
に
締
結
さ

れ
た
災
害
応
援
協
定
に
基
づ
き
、

兵
庫
県
阪
神
支
援
チ
ー
ム
か
ら
南

三
陸
町
へ
長
期
派
遣
さ
れ
て
い
る

職
員
が
使
用
す
る
宿
舎
の
提
供
も

行
っ
て
い
ま
す
。

■
不
安
は
尽
き
な
い
が

　
家
族
と
共
に
前
進
を

沿
岸
部
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治
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援
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一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
てててててててててててててててててててててて

　
市
で
は
、
被
災
地
の
児
童
生
徒

へ
、
平
等
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る

環
境
を
作
り
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
津
波
で
被
害
を
受
け
た
戸
倉 完成が待たれる仮設住宅
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　　　　春の叙勲・褒章不断の努力と永年の

功績が認められ

藍
綬
褒
章

 好
川
  榮
  稔
 さ
ん

ひ
で
 
と
し

　
　
　
　
　
　
　
（
迫
町
・
　
歳
）

７０

　
昭
和
　
年
の
調
停
委
員
の
任
命
以
来

６３

現
在
ま
で
設
計
業
に
従
事
し
な
が
ら

個
々
の
紛
争
解
決
に
当
た
る
な
ど
、
地

域
司
法
行
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
　
年
に
は
調
停
委
員
の
功

２０

績
が
認
め
ら
れ
、
仙
台
高
等
裁
判
所
長

官
よ
り
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

 佐
々
木
  健
 さ
ん

つ
よ
し

　
　
　
　
　
　
（
石
越
町
・
　
歳
）

６１

　
昭
和
　
年
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
。
第

４３

　
普
通
科
連
隊
、
東
北
方
面
総
監
部
付

２２隊
、
東
北
補
給
処
反
町
弾
薬
支
処
な
ど

に
勤
務
。
平
成
　
年
ま
で
　
年
間
、
自

１６

３６

衛
隊
員
と
し
て
国
民
の
安
全
を
守
る
と

と
も
に
、
後
輩
隊
員
の
指
導
に
も
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

 小
野
寺
  榮
  幸
 さ
ん

え
い
 こ
う

　
　
　
　
　
　
（
中
田
町
・
　
歳
）

７６

　
昭
和
　
年
に
中
田
町
消
防
団
に
入
団
、

３７

以
来
　
年
の
消
防
歴
。
平
成
７
年
に
中

４０

田
町
消
防
団
分
団
長
、
平
成
　
年
か
ら

１２

平
成
　
年
ま
で
副
団
長
と
し
て
地
域
の

14

防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
　
年
１０

に
は
消
防
庁
長
官
よ
り
永
年
勤
続
功
労

章
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

 佐
藤
  　
 　
さ
ん

ひ
ろ
し

　
　
　
　
　
　
（
中
田
町
・
　
歳
）

６２

　
昭
和
　
年
第
６
特
科
連
隊
前
期
教
育

４４

入
隊
。
第
６
師
団
司
令
部
付
隊
保
安
警

務
隊
、
東
北
方
面
警
務
隊
第
３
０
５
保

安
警
務
中
隊
な
ど
に
勤
務
。
平
成
　
年
２１

ま
で
　
年
間
、
自
衛
隊
員
と
し
て
国
民

４０

の
安
全
を
守
る
と
と
も
に
、
後
輩
隊
員

の
指
導
に
も
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

 亀
井
  傳
 さ
ん

つ
と
う

　
　
　
　
　
　
（
米
山
町
・
　
歳
）

７７

　
昭
和
　
年
に
米
山
町
消
防
団
に
入
団
、

２５

以
来
　
年
の
消
防
歴
。
昭
和
　
年
に
米

４４

５９

山
町
消
防
団
分
団
長
、
平
成
２
年
か
ら

平
成
6
年
ま
で
副
団
長
と
し
て
地
域
の

防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
　
年
６３

に
は
消
防
庁
長
官
よ
り
永
年
勤
続
功
労

章
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

 伊
藤
  哲
  子
 さ
ん

て
つ
 
こ

　
　
　
　
　
　
（
登
米
町
・
　
歳
）

６１

　
昭
和
　
年
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

５１

光
風
園
に
寮
母
と
し
て
採
用
さ
れ
介
護

業
務
に
従
事
。
平
成
８
年
か
ら
は
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
風
園
お
よ
び
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
光
風
園
に
勤
務
し
、

介
護
福
祉
士
と
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
・
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章

 鈴
木
  榮
  夫
 さ
ん

さ
こ
 
を

　
　
　
　
　
　
（
南
方
町
・
　
歳
）

７６

　
昭
和
　
年
４
月
に
南
方
町
議
会
議
員

54

に
当
選
し
て
以
来
、
平
成
　
年
３
月
ま

１７

で
の
　
年
　
月
も
の
長
き
に
わ
た
り
、

２５

１１

地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
平
成
　
年
５
月
か
ら
平
成
　
年
４

１１

１５

月
ま
で
は
、
南
方
町
議
会
議
長
と
し
て

円
滑
な
議
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

 高
橋
  貞
  一
 さ
ん

て
い
 い
ち

　
　
　
　
　
　
（
南
方
町
・
　
歳
）

７６

　
昭
和
　
年
に
南
方
町
消
防
団
に
入
団
、

３３

以
来
　
年
の
消
防
歴
。
昭
和
　
年
に
南

３４

６０

方
町
消
防
団
分
団
長
、
昭
和
　
年
か
ら

６３

平
成
4
年
ま
で
副
団
長
と
し
て
地
域
の

防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
２
年

に
は
消
防
庁
長
官
よ
り
永
年
勤
続
功
労

章
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

藍
綬
褒
章

 沼
倉
  保
  雄
 さ
ん

や
す
 
お

　
　
　
　
　
　
（
中
田
町
・
　
歳
）

７５

　
昭
和
　
年
、
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

３５

調
査
員
と
し
て
従
事
し
て
以
来
、　

年
５１

間
統
計
調
査
員
と
し
て
国
勢
や
商
業
、

農
林
業
な
ど
の
構
造
の
実
態
把
握
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
　
年
に
は
農
林

１７

業
セ
ン
サ
ス
功
労
と
し
て
農
林
水
産
大

臣
よ
り
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

藍
綬
褒
章

 岩
渕
  勝
  江
 さ
ん

か
つ
 
え

　
　
　
　
　
　
（
中
田
町
・
　
歳
）

７０

平
成
４
年
の
調
停
委
員
の
任
命
以
来
、

現
在
ま
で
商
業
と
家
事
を
両
立
し
、
各

種
調
停
を
行
う
な
ど
、
地
域
司
法
行
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

　
年
に
は
調
停
委
員
の
功
績
が
認
め
ら

２１れ
、
仙
台
高
等
裁
判
所
長
官
よ
り
表
彰

さ
れ
て
い
ま
す
。


